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令
和
３（
２
０
２
１
）年
８
月
下
旬
か
ら

常
務
理
事
を
務
め
て
い
ま
す
稲
葉
隆
で
す
。

　

私
は
、
長
く
東
京
都
で
社
会
教
育
行
政
・

施
設
の
職
員
と
し
て
仕
事
を
し
て
き
ま
し

た
の
で
、
全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
の
大

会
や
総
会
へ
出
席
す
る
な
ど
の
機
会
が
あ

り
ま
し
た
が
、
運
営
に
関
し
て
は
ほ
と
ん

ど
関
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
私
が
全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
の

「
中
の
人
」と
な
っ
て
約
一
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
か
つ
て
自
分
が
経
験
し
て
き
た
大

会
や
総
会
等
は
対
面
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
着
任
時
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
て
、
理
事
会
・
総
会

が
書
面
審
議
、
大
会
が
誌
上
開
催
や
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
へ
と
開
催
方
法
が
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
２（
２
０
２
０
）年
４
月
頃
か
ら
感

染
拡
大
を
繰
り
返
し
た
こ
の
２
年
間
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
当
初
は
、
全
国
各

地
の
社
会
教
育
委
員
活
動
の
抑
制
が
余
儀

な
く
さ
れ
、
ま
た
社
会
教
育
委
員
の
会
議

等
も
延
期
等
が
続
い
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
最
近
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
対
策
が
取
ら
れ
て
、
地
域
の
社
会

教
育
活
動
が
取
り
組
ま
れ
、
ま
た
、
社
会

教
育
委
員
の
会
議
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
会
議
の
方
法
を
用
い
た

開
催
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
委
員
は
全
国
の
市
町
村
で
は

97
％
近
い
設
置
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
社

会
教
育
委
員
制
度
は
、
行
政
外
の
民
間
人

の
社
会
教
育
に
関
す
る
優
れ
た
意
見
を
社

会
教
育
施
策
の
展
開
に
生
か
そ
う
と
構
想

さ
れ
た
も
の
で
、
各
委
員
が
様
々
な
視
点

か
ら
地
域
の
社
会
教
育
の
あ
り
よ
う
を
考

え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ

の
こ
と
は
法
制
定
か
ら
70
年
以
上
が
経
過

し
た
今
日
で
も
変
わ
ら
ず
、
特
に
現
在
の

地
方
分
権
、
住
民
参
加
な
ど
の
観
点
か
ら

も
、
重
要
な
制
度
・
し
く
み
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
な
が
ら
も
今
日
、
各

地
の
社
会
教
育
の
活
動
、
社
会
教
育
委
員

の
活
動
が
再
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
社
会

教
育
委
員
の
今
日
的
検
討
課
題
と
し
て
、

地
域
の
課
題
や
学
習
ニ
ー
ズ
を
探
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
と
い
う
障
壁
に
遭
遇
し
た
地
域

に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
活
動
の

展
開
の
道
筋
を
検
討
し
、
社
会
教
育
に
関

す
る
諸
計
画
を
立
案
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
の
全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
の
活

動
や
運
営
が
、
全
国
の
社
会
教
育
委
員
活

動
の
一
層
の
充
実
に
向
け
て
、
都
道
府
県
・

政
令
指
定
都
市
の
社
会
教
育
委
員
連
絡
協

議
会
等
の
皆
様
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
頼

り
に
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

頼
り
に
さ
れ
る

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
を
め
ざ
し
て

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合 

常
務
理
事
・
事
務
局
長
　
稲  

葉
　
隆

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
56（
１
９
８
１
）年
以
降
、
東
京
都
府
中
青
年
の
家
・

武
蔵
野
青
年
の
家
、
都
立
多
摩
社
会
教
育
会
館
、
東
京
都
教

育
庁
社
会
教
育
課
・
生
涯
学
習
課
、
都
立
中
央
図
書
館
等
に

社
会
教
育
主
事
と
し
て
勤
務
。
ま
た
、平
成
18（
２
０
０
６
）

年
か
ら
３
年
間
は
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
社
会
教
育
実

践
研
究
セ
ン
タ
ー
に
専
門
調
査
員
と
し
て
勤
務
。

こ
れ
ま
で
國
學
院
大
學
、
文
教
大
学
等
で
社
会
教
育
主
事

等
養
成
課
程
科
目
の
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
。

令
和
３（
２
０
２
１
）年
８
月
か
ら
現
職
。

稲　
葉　
　
隆

（
い
な
ば　
た
か
し
）
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Ｖ 

Ｕ 

Ｃ 

Ａ
（V

olatility

（
変
動

性
）・U

ncertainty

（
不
確
実
性
）・

Com
plexity

（
複
雑
性
）・A

m
biguity

（
曖
昧
性
）
の
頭
文
字
を
と
っ
た
造
語
）
と

呼
ば
れ
る
よ
う
な
変
化
が
激
し
く
、
将
来

の
予
測
が
困
難
な
時
代
に
お
い
て
、
一
つ

の
鍵
を
握
る
の
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

も
あ
り
、
こ
こ
数
年
で
社
会
全
体
の
デ
ジ

タ
ル
化
が
一
気
に
進
み
ま
し
た
。
テ
レ

ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
が
一
般

的
に
な
り
、
時
間
や
空
間
を
超
え
て
、
国

内
は
も
と
よ
り
、
世
界
中
の
様
々
な
人
や

地
域
と
の
交
流
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
呼
ば
れ
る

新
し
い
生
活
様
式
・
企
業
活
動
・
働
き
方

な
ど
が
人
々
の
間
で
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
前
々
回
及
び

前
回
の
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
制
限
が
あ
る
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン

を
活
用
し
て
、
無
事
に
大
会
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に

伴
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド（
情

報
格
差
）
の
問
題
や
、
人
と
人
と
が
直
接

会
え
な
い
難
し
さ
や
物
足
り
な
さ
な
ど
の

課
題
を
感
じ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
は

ず
で
す
。
実
際
に
、
参
加
者
が
直
接
会
っ

て
対
面
で
話
を
す
る
場
合
、
相
手
の
表
情

の
変
化
や
感
情
の
機
微
を
く
み
取
り
や
す

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
比
べ
て
意
思
疎
通
が

円
滑
に
行
い
や
す
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
人
と

人
と
の
出
会
い
と
い
う
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
実

体
験
は
、
強
い
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
も

の
で
あ
り
、
簡
単
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
代
替

で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
実
感
を
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
改
め
て
誰
も
が
感
じ
ら
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
声
や
思

い
を
踏
ま
え
、
今
回
の
広
島
大
会
は
、
多

く
の
皆
様
の
御
理
解
・
御
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
３
年
ぶ
り
に
対
面
集
合
型
で

の
開
催
を
予
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す
が
、
変

化
が
激
し
く
、
様
々
な
課
題
が
高
度
化
・

複
雑
化
す
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
多
様
な

主
体
が
連
携
・
協
働
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

も
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
一
人
一
人

が
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る
当
事
者
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
台
で
活
躍
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
も
、
今
こ
そ
、

皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
私
た
ち

が
携
わ
る
社
会
教
育
を
時
代
に
合
わ
せ
て

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

広
島
大
会
で
は
、「
多
様
性
を
生
み
出

し“
百
万
一
心
”
の
心
根
で
未
来
を
つ
く

る
社
会
教
育
！！
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
研
究
主
題
を「
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
見
据
え
た
学
び
の
デ
ザ
イ
ン
～
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
時
代
に
お
け
る
社
会
教
育
の
在

り
方
～
」
と
設
定
し
て
、
全
国
各
地
の
社

会
教
育
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
皆
が
心

を
一
つ
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
見

据
え
た
学
び
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
き
っ
か
け

を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

他
方
、
令
和
５
年
５
月
に
は
、
国
際
平

和
文
化
都
市
広
島
で
、
先
進
７
カ
国
首
脳

会
議（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
県
内
の
官
民
に
よ
る
準
備
組
織「
広

島
サ
ミ
ッ
ト
県
民
会
議
」
で
は
、
多
彩
な

行
事
で
地
元
の
機
運
を
高
め
、
被
爆
地
開

催
の
意
義
や
地
域
の
魅
力
を
国
内
外
に
伝

え
る
べ
く
、「
お
も
て
な
し
」や「
平
和
の

発
信
」、「
成
果
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
」と
い
っ

た
各
種
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
に
先
駆
け
て
、
こ
こ
広

島
の
地
で
、
全
国
の
皆
様
と
共
に
、
社
会

教
育
を
基
盤
と
し
た「
人
づ
く
り
・
つ
な

が
り
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」に
つ
い
て

議
論
し
、
平
和
で
よ
り
よ
い
未
来
を
創
造

す
る
社
会
教
育
の
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
る

こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
御
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

第
64
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
広
島
大
会

実
行
委
員
会
委
員
長
　
　
林
　
　
　
孝

広
島
県
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
見
据
え
た
学
び
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
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多様性を生み出し“百万一心”の心根で未来をつくる社会教育！！
　広島県は，瀬戸内海の多島美が風光明媚な景観を作り出す沿岸地域や中国山地の山々が四季折々の表情
を見せる山間地域などの豊かな自然があり，世界遺産に登録されている厳島神社や原爆ドームには，国内
外から多くの人々にお越しいただいています。
　本大会の会場は，緑豊かな平和記念公園内にあります。この「平和」を発信し続ける地に，皆様をお迎
えできることは，社会教育を含めた全ての教育の基盤となる「平和」について，改めて考えていただける
機会になると思っています。
　さて，「人生100年時代」や「Society5.0 の実現」，コロナ禍に伴う「新しい生活様式」など，社会全体が急
速に変化する中で，私たちは，より複雑化する課題に直面しています。このような時代だからこそ，多様
な主体と連携・協働することが，より一層求められているのではないでしょうか。大会スローガンにある

「百万一心」は，広島ゆかりの名将"毛利元就"が残した「心を一つに協同一致して事を行う」という意味の名
訓であり，社会教育が目指す「連携・協働」，「開かれ，つながる社会教育」に通じるものです。皆様と心（目
的・目標）を一つにして，「未来を創造する社会教育を実現しよう！」との思いを込めています。
　全国の英知を結集し，これからの時代を見据えた学びをデザインするきっかけとなる大会を皆様と一緒
につくってまいりたいと思っています。

広島県社会教育委員連絡協議会会長
第64回全国社会教育研究大会広島大会実行委員会委員長　　林　　孝

◇大会概要

１ 研究主題　  これからの時代を見据えた学びのデザイン
　　　　　　　～ ニューノーマル 時代における社会教育の在り方 ～
２ 期　　日　  令和４年１０月２６日（水）～２８日（金）
３ 会　　場　  10月26日（水）　広島YMCA国際文化センター　広島市中区八丁堀７-１

10月27日（木）　広島国際会議場　　　　　　　広島市中区中島町１-５
10月28日（金）　広島国際会議場　　　　　　　広島市中区中島町１-５

４ 大会日程 

10/26 

（水） 
 

社教連 

理事会 

14:00～15:30

都道府県・政令指定都市 
社会教育委員連絡協議会等

事務局担当者会議 
 

15:45～17:15 

10/27 

（木） 
 

社教連 
総会 

 
10:00～11:00 

 
受付 

11:30～12:30
歓迎 

アトラクション 
 

12:30～12:50 
（10 分休憩） 

開会行事 
表彰式 

 
13:00～13:50 
（10 分休憩） 

記念講演 
 

14:00～15:20
（10 分休憩）

シンポジウム
 

15:30～17:00

閉会行事 
 

17:10 
終了 

関係者打合せ

11:00～12:00 
 

10/28 

（金） 

受付 

9:00～

分科会 

9:30～12:00 
 

 
５　分科会

６　大会参加費　　5,000円／人（大会資料代）

分科会 研究主題 発表県
第１分科会 地域学校協働活動による地域力の向上 青森県 高知県
第２分科会 家庭教育支援・子育て支援の充実 鹿児島県 沖縄県
第３分科会 人生100 年時代を見据えた社会教育の在り方 富山県 広島県
第４分科会 社会構造の変化に伴う社会教育施設の役割 島根県 岡山県

第 6 ４回全国社会教育研究大会 広島大会
令和４年度中国四国地区社会教育研究大会 ご案内
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持
続
可
能
性
に
向
け
た社

会
教
育

仙
台
市
社
会
教
育
委
員
会
議

委
員
長　

松
本　
大

　

今
期
の
仙
台
市
社
会
教
育
委
員
の
会

議
は
、
委
員
が
自
主
的
に
テ
ー
マ
を
定

め
、
そ
れ
に
つ
い
て
協
議
や
調
査
研
究

を
重
ね
最
終
的
な
提
言
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
現

時
点
で
テ
ー
マ
は
確
定
し
て
い
な
い
も

の
の
、
持
続
可
能
性
を
主
た
る
キ
ー
ワ
ー

ド
に
す
る
方
向
で
進
ん
で
い
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
仙
台
市
に
お
け
る
多
く
の

委
員
は
、
持
続
可
能
性
を
市
の
社
会
教

育
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
共
通
し
て

認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
が
今
後
の
社
会

教
育
の
鍵
で
あ
る
と
期
待
を
込
め
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
背
景
と
し
て
、
委
員
か
ら
挙
げ

ら
れ
た
の
は
、
一
つ
に
は
社
会
教
育
に

お
い
て
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
現
状
で
あ
っ
た
。
特
に
子
育
て
世
代

の
参
加
に
関
す
る
問
題
、
具
体
的
に
は

リ
ー
ダ
ー
の
人
材
育
成
の
問
題
や
、
誰

も
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

多
様
な
人
び
と
の
参
加
を
可
能
に
す
る

機
会
や
場
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

も
う
一
つ
に
は
地
域
文
化
の
振
興
・

継
承
の
問
題
で
あ
っ
た
。
地
域
の
行
事

や
生
業
の
存
続
な
ど
、
地
域
文
化
の
持

続
可
能
性
は
地
域
社
会
そ
の
も
の
の
持

続
可
能
性
も
含
ん
だ
問
題
と
し
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
大
括
り
に
し
て
考
え
る
と
、

社
会
教
育
に
お
け
る
持
続
可
能
性
は
、

人
び
と
の
参
加
を
め
ぐ
る
問
題
へ
と
関

連
づ
け
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
社
会
教
育

に
お
い
て
誰
が
、
い
つ
、
何
に
、
ど
の

よ
う
に
参
加
す
る
の
か
。
参
加
は
ど
の

よ
う
に
広
が
る
の
か
。
ま
た
こ
れ
は
、

参
加
の
深
ま
り
の
問
題
で
も
あ
る
。「
担

い
手
と
し
て
の
参
加
」
と
は
ど
の
よ
う
に

関
与
す
る
こ
と
な
の
か
。
参
加
の
深
ま

り
は
、
そ
の
人
の
成
長
や
学
習
の
次
元

に
も
関
係
す
る
し
、
そ
う
し
た
参
加
や

成
長
を
可
能
に
し
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
側
面
と
も
関
連
す

る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
は
容
易
に
解
決
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
実
は
仙

台
市
に
は
解
決
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
取
り

組
み
も
多
数
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば

仙
台
市
は
、
学
校
を
基
盤
と
し
た
多
様

な
生
涯
学
習
活
動
を
推
進
し
て
き
た
。

こ
の
な
か
で
長
年
継
続
し
て
い
る
取
り

組
み
に
社
会
学
級
が
あ
る
。
こ
れ
は
教

育
委
員
会
が
市
立
小
学
校
等
に
開
設
す

る
学
校
開
放
講
座
で
あ
り
、
学
区
内
に

居
住
す
る
成
人
を
対
象
に
、
学
級
生
自

ら
が
学
習
計
画
の
立
案
や
運
営
を
行
う

も
の
で
あ
る
。
社
会
学
級
の
連
絡
調
整

や
メ
ン
バ
ー
の
学
習
を
支
援
す
る
仙
台

市
社
会
学
級
研
究
会
は
昭
和
30
年
に
設

立
さ
れ
、
現
在
も
活
発
に
活
動
が
継
続

し
て
い
る
。
主
体
的
な
参
加
の
も
と
で

学
習
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
な
が

ら
活
動
が
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
こ

こ
に
持
続
可
能
性
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ

う
に
思
う
。

　

他
に
も
市
内
に
は
多
く
の
社
会
教
育

の
取
り
組
み
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
社

社会教育の明日を拓く　社教情報 No.87
特集テーマ　地域防災と社会教育
≪巻頭言≫　地域の多様な主体と連携・協働した防災教育の推進を
 文部科学省総合教育政策局　森本　晋也
≪特集≫　 藤野  真一郎、𠮷門  直子、増田  恵美子、諏訪  清二、野々村  敦子
≪この人に聞く≫　加藤　篤氏 取材　清國　祐二 
≪思考と提言≫　緊急提言をふりかえって―社会教育を止めるな！の共通意識― 雲尾　周
≪社会教育委員の活動≫　木暮  照正（福島県）・木本  圭子（福岡県）
≪答申・提言≫　和光市社会教育委員会議「和光市における学校・
　　　　　　　　 家庭・地域の連携・協働を支える社会教育の役割について」（答申） 細川　恵夢
≪社会教育委員Q&A≫　地域学校協働活動の推進 神部　純一

編集・発行　（一社） 全国社会教育委員連合

北
か
ら
南
か
ら
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―改訂版―
社会教育委員のためのＱ＆Ａ

A5判　定価1,320円（税込）
企画・編集／

（一社）全国社会教育委員連合
発行／（株）美巧社

社会教育委員　必読の一冊

主な内容
社会教育と生涯学習

「諸計画を立案する」とは
教育委員会への助言の方法

「環境を醸成する」とは
 都道府県教育委員会の事務

「公の支配に属しない」とは

「組織的な教育活動」とは
「諮問に応じ」とは
 社会教育委員制度の活性化
 市町村 教育委員会の事務

「社会教育を行う者」と社会教育委員
「専門 的技術的指導又は助言」とは

会
教
育
を
と
お
し
て
豊
か
に
人
材
が

育
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
に

学
び
な
が
ら
、
持
続
可
能
性
に
向
け
た

社
会
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
こ
れ

か
ら
委
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
。

大
人
の
学
び
を
止
め
な
い

社
会
教
育

～
次
世
代
に
よ
り
よ
い
地
域
を

繋
い
で
い
く
た
め
に
～

鹿
児
島
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

会
長　

岩 

橋　
恵 

子

　

今
年（
令
和
４
（
２
０
２
２
）年
）の
６

月
、
モ
ロ
ッ
コ
で
行
わ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
国

際
成
人
教
育
会
議
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

す
る
機
会
を
得
た
。
コ
ロ
ナ
禍
ゆ
え
現
地

参
加
者
は
限
ら
れ
て
い
た
も
の
の
１
４
２

カ
国
の
政
府
機
関
か
ら
市
民
社
会
機
関
の

代
表
者
ま
で
多
数
参
加
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
気
候
変
動
と
災
害
、
平
和
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
日
本
で
の
公
民
館
に
相
当
）、
包
摂
・
参

加
・
持
続
可
能
な
社
会
な
ど
、
世
界
共
通

の
課
題
と
教
育
政
策
提
言
が
３
日
間
に
わ

た
り
議
論
さ
れ
、
画
面
か
ら
も
そ
の
熱
さ

が
伝
わ
っ
て
き
た
。　
　

　

そ
れ
ら
議
論
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
は
先
延
ば
し
に
で
き

な
い
ゆ
え
に
、「
大
人
の
学
び
」
の
重
要

性
が
か
つ
て
な
く
強
調
さ
れ
た
こ
と
だ
。

次
世
代
に
負
の
遺
産
を
渡
さ
な
い
た
め

に
、
今
の
社
会
を
担
い
意
志
決
定
に
大
き

な
影
響
力
を
も
つ
大
人
の
学
び
と
実
践
が

変
革
の
力（transform

ational pow
er)

で
あ
る
と
、
闘
い
と
も
い
え
る
緊
張
感
を

も
っ
て
各
国
で
の
取
り
組
み
が
論
じ
ら

れ
、
成
人
教
育
推
進
の
た
め
の
提
言
が
な

さ
れ
た
。

　

そ
れ
は
、
私
の
住
む
鹿
児
島
に
お
い
て

も
、
地
域
で
社
会
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

だ
人
々
の
奮
闘
に
も
通
底
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
戦
争
の
傷
跡
も
残
る
築
１
１
０
年

の
駅
舎
で
の
住
民
に
よ
る
平
和
コ
ン
サ
ー

ト
、
火
山
地
帯
で
暮
ら
す
人
々
に
よ
る
火

山
の
仕
組
み
を
学
び
な
が
ら
の
防
災
や
ジ

オ
パ
ー
ク
活
動
、
障
が
い
者
を
含
む
市
民

と
学
び
な
が
ら
営
む
有
機
農
業
、 

海
や
山

林
の
保
全
を
核
と
し
な
が
ら
の
環
境
学

習
、
ご
み
の
日
常
的
リ
サ
イ
ク
ル
を
中
心

と
し
た
循
環
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
・・・

等
々
、
い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小
が
余

儀
な
く
さ
れ
つ
つ
も
、住
民
の
声
や
行
政
、

社
会
教
育
委
員
の
励
ま
し
に
支
え
ら
れ
方

法
を
工
夫
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
実
践
は

決
し
て
学
び
を
止
め
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。「
子
ど
も
達
に
こ
の
ま
ち
を
誇
り
に

思
っ
て
ほ
し
い
か
ら
ね
」
と
い
う
実
践
を

担
っ
た
住
民
の
言
葉
に
は
、
地
域
社
会
を

守
り
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め
の
バ
ト
ン

を
繋
ご
う
、
そ
の
た
め
に
私
た
ち
の
学
び

を
諦
め
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
思
い

が
あ
る
。

　

喫
緊
の
課
題
が
山
積
す
る
時
代
だ
が
、

そ
れ
で
も
各
々
の
国
や
地
域
で
そ
れ
ら
に

立
ち
向
か
お
う
と
す
る
大
人
の
学
び
を
止

め
て
は
な
ら
な
い
と
の
共
通
の
思
い
で
、

世
界
は
繋
が
っ
て
い
る
。
そ
の
環
の
中
で

微
力
を
注
ぎ
、
委
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
社

会
教
育
の
拡
が
り
に
尽
力
し
て
い
き
た

い
。
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理
事
会
・
総
会
報
告

令
和
３
年
度第

３
回
理
事
会
・
総
会
の
開
催

令
和
３
年
度
第
３
回
理
事
会
及
び
総

会
は
、
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
（
石

川
大
会
）開
催
時
の
10
月
27
・
28
日
に

実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
大
会
の
開
催

方
法
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
ず
、
理
事
会

及
び
総
会
は
開
催
延
期
と
な
り
ま
し

た
。そ

の
後
も
感
染
拡
大
は
続
き
、
理
事

会
は
11
月
24
日(

水)

、
総
会
は
12
月
17

日(

金)

を
開
催
日
と
し
て
書
面
審
議
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
議
題
は
第
１
号
議
案
か
ら

第
３
号
議
案
ま
で
諮
ら
れ
、
全
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事第

１
号
議
案　

第
64
回
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会（
広
島
大
会
）に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

第
65
回
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会（
宮
崎
大
会
）に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

第
66
回
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会
の
開
催
地
区
に
つ
い
て

報
告
事
項

１　

第
63
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大

会（
石
川
大
会
）に
つ
い
て

２　

今
後
の
理
事
会
・
総
会
の
予
定

に
つ
い
て

な
お
、
理
事
会
で
は
、
会
長
及
び
常

務
理
事
の
職
務
の
執
行
状
況
報
告
と
し

て
、
今
期
の
開
始
以
降
の
主
要
な
事
項

を
ま
と
め
た
資
料
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度第

4
回
理
事
会
・
総
会
の
開
催

令
和
３
年
度
第
３
回
理
事
会
及
び
総

会
は
、
当
初
、
令
和
４
年
２
月
25
日(

金)
に
通
常
の
対
面
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に

よ
る
緊
急
事
態
宣
言
発
令
・
延
長
に
よ

り
開
催
方
法
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

第
４
回
理
事
会
は
、
２
月
25
日(

金)

に
、
試
行
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
会
で
は
、

以
下
の
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
２
件
の
報
告
事
項

が
あ
り
ま
し
た
。

第
４
回
理
事
会

議
事第

１
号
議
案　

令
和
４
年
度
事
業
計
画

（
案
）・
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

第
64
回
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会（
広
島
大
会
）に
つ
い
て 

第
３
号
議
案　

第
65
回
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会（
宮
崎
大
会
）に
つ
い
て 

第
４
号
議
案　

第
66
回
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会（
茨
城
大
会
）に
つ
い
て 

第
５
号
議
案　

全
国
大
会
開
催
地
区

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

一
般
社
団
法
人
全
国
社

会
教
育
委
員
連
合
定
款
の
一
部
変
更

に
つ
い
て 

第
７
号
議
案　

事
務
局
長
の
選
任
に
つ

い
て

報
告
事
項

１　

第
63
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大

会（
石
川
大
会
）に
つ
い
て

２　

当
面
の
運
営
に
つ
い
て

　

会
長
か
ら
令
和
３
年
度
に
取
り

組
ん
だ
運
営
上
・
財
政
上
の
改
革

に
つ
い
て
総
括
的
に
報
告
し
、
令

和
４
年
度
に
取
り
組
む
課
題
等
に

つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

第
４
回
総
会

第
４
回
総
会
は
３
月
25
日（
金
）付
書

面
審
議
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議

事
は
第
４
回
理
事
会
の
議
事
第
１
号
議

案
か
ら
第
６
号
議
案
ま
で
が
諮
ら
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
事
項
で
は
、
理

事
会
に
お
け
る
報
告
事
項
と
事
務
局
長

の
選
任
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度第

１
回
理
事
会
・
総
会
の
開
催

令
和
４
年
度
第
１
回
理
事
会
及
び
総

会
は
、
令
和
４
年
５
月
20
日
（
金
）
に
、

約
２
年
ぶ
り
に
、
対
面
に
よ
る
通
常
開

催
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
で
は
、
文
部
科
学
省
の

藤
原
章
夫
総
合
政
策
局
長
に
来
賓
と
し

て
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
開
会
時
に
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

理
事
会
及
び
総
会
の
議
題
等
は
次
の
と

お
り
で
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事第

１
号
議
案　

令
和
３(

２
０
２
１)

年

度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
に
つ
い
て

事
業
報
告

Ⅰ　

会
議

１
総
会
・
理
事
会

そ
れ
ぞ
れ
４
回
を
予
定

２
事
務
局
担
当
者
会
議

開
催
中
止

Ⅱ　

事
業

１
研
究
大
会

（
１
）全
国
大
会
を
石
川
県
で
実
施

（
２
）地
区
大
会

　
　
　

北
海
道
、
東
北
、
関
東
甲
信
越

静
、
東
海
北
陸
（
全
国
大
会
と
同

時
開
催
）、
近
畿
、
中
国
・
四
国
、

九
州
、
政
令
指
定
都
市
の
８
ブ

ロ
ッ
ク
で
開
催
（
内
容
詳
細
は
機
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関
紙
「
社
教
連
会
報
」
第
90
号
で

既
報
）

（
３
）
国
内
研
修
（
社
会
教
育
委
員
活
動

活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
）

　

応
募
無
し

２
調
査

　
　

社
会
教
育
委
員
に
関
す
る
調
査

（
令
和
３
年
９
月
実
施
）

　
　

調
査
結
果
は
機
関
紙

　
　
「N

ew
sletter

」26
号
に
掲
載

３
広
報
事
業

（
１
）機
関
紙「
社
教
連
会
報
」の
発
行

・
89
号（
令
和
３
年
12
月
発
行
）

・
90
号（
令
和
４
年
２
月
発
行
）

（
２
）機
関
紙「N

ew
sletter

」の
発
行

　
　

・
26
号　

令
和
４
年
３
月
発
行
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

４
助
成
事
業

　

応
募
無
し

５
情
報
公
開
事
業

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
広
く

情
報
を
公
開
。

６
表
彰
事
業

　

社
会
教
育
の
振
興
に
顕
著
な
る
功

績
の
あ
っ
た
者
62
名
を
表
彰
し
た
。

受
賞
者
一
覧
は
機
関
紙
「
社
教
連
会

報
」第
89
号
に
掲
載
。

７
出
版
事
業

（
１
）機
関
誌『
社
教
情
報
』の
発
行　

　

・
第
85
号　

令
和
３
年
９
月
発
行

特
集
：
社
会
教
育
委
員
の

新
た
な
流
儀

　

・
第
86
号　

令
和
４
年
２
月
発
行

特
集
：
地
域
学
校
協
働
活

動
と
社
会
教
育

（
２
）
参
考
図
書
『
住
民
参
画
に
よ
る
社

会
教
育
の
展
開
』
及
び
『【
改
訂

版
】
社
会
教
育
委
員
の
た
め
の
Ｑ

＆
Ａ
』の
継
続
販
売

８
そ
の
他
の
事
業

決
算
報
告

　

令
和
３
年
度
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

見
直
し
に
取
り
組
み
、
最
終
的
な
収

支
決
算
は
、
約
七
十
二
万
一
千
円
の

収
益
増
と
な
っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、
引
き
続
き

令
和
４
年
度
も
節
約
に
努
め
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案 
第
64
回
全
国
社
会
教

育
研
究
大
会（
広
島
大
会
）に
つ
い
て

第
３
号
議
案 

第
65
回
全
国
社
会
教

育
研
究
大
会（
宮
崎
大
会
）に
つ
い
て

第
４
号
議
案 

第
66
回
全
国
社
会
教

育
研
究
大
会（
茨
城
大
会
）に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

理
事
の
退
任
及
び
選

任
に
つ
い
て

退
任
：
長
畑
誠
（
前
東
京
都
市
町

村
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議

会
会
長
）

就
任
・
谷
部
憲
一（
東
京
都
市
町

村
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議

会
会
長
）

報
告○

第
63
回
全
国
社
会
教
育
研
究

大
会（
石
川
大
会
）に
つ
い
て

そ
の
他

１
今
後
の
会
議
予
定

２「
全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
総

会
等
の
開
催
方
法
等
に
関
す
る

要
望
」に
つ
い
て

　

理
事
会
に
お
い
て
、「
九
州
地

区
各
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協

議
会
」の
各
県
の
会
長
名
で
、「
全

国
社
会
教
育
委
員
連
合
総
会
等

の
開
催
方
法
等
に
関
す
る
要
望
」

と
題
す
る
５
月
13
日
付
の
文
書

（
別
記
）
が
５
月
16
日
（
月
）
に
鹿

児
島
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
長

か
ら
メ
ー
ル
で
会
長
宛
に
送
付

さ
れ
た
こ
と
を
資
料
配
布
し
て

報
告
し
た
。
理
事
会
で
は
、
総

会
で
も
資
料
配
布
す
る
こ
と
と

し
、
今
回
の
要
望
は
技
術
的
な

問
題
と
本
質
的
な
問
題
を
孕
む

問
題
で
、
簡
単
に
は
結
論
が
出

せ
な
い
問
題
だ
と
認
識
し
て
い

（別記）

令和４年５月１３日 

 

一般社団法人 全国社会教育委員連合会長 殿 

 

                    福岡県社会教育委員連絡協議会 
                       会 長  安 部 正 俊 

                    佐賀県社会教育委員連絡協議会 
                       会 長  上 野 景 三 

                    長崎県社会教育委員連絡協議会 
                       会 長  池 田   浩 

                    熊本県社会教育委員連絡協議会 
                       会 長  安 部 武 夫 

                    大分県社会教育委員連絡協議会 
                       会 長  盛 本 功爾郎 

                    宮崎県社会教育委員連絡協議会 
                       会 長  井 﨑 高 信 

                    鹿児島県社会教育委員連絡協議会 
                       会 長  岩 橋 恵 子 

                    沖縄県社会教育委員連絡協議会 
                       会 長  田 端 一 正 

 

全国社会教育委員連合総会等の開催方法等に関する要望 

 

 かねてから，九州地区各県社会教育委員連絡協議会の事業推進につきましては，日頃から格

別の御支援と御協力を賜り，厚くお礼申し上げます。新型コロナウイルス感染症が収まらない

状況の中での総会等の開催方法について苦慮されていることと存じます。 

 つきましては，下記の事項について，特段の対応がなされますよう要望いたします。 

 

 

記 

 

１ 要望事項 

令和４年度以降の全国社会教育委員連合総会等におけるオンライン等開催について 

 

２ 要望理由 

・ 総会をはじめ各種会議が書面での審議が中心となっており，理事をはじめとする都道

府県社会教育委員連絡協議会会長等による実際の議論や意見交換ができない状況である｡ 

・ オンライン開催にあたっては，ハイブリッド型やサテライト会場を設定するなど，会

議の内容や参加者の状況に応じた開催方法のエ夫をしていただければ，各県の意見が事

業等に反映される｡ 

・ オンライン等での開催により，旅費・移動時間の削減につながり，コロナ禍や自然災

害の発生時等でも対応が可能になる｡ 

 

 なお，昨年度第４回理事会はオンラインで開催されているところではありますが，今後もオ

ンライン等での開催を積極的に進めていただきたく，九州地区内各県社会教育委員連絡協議会

長の総意として要望いたします。 

令和４年度以降の全国社会教育委員連合総会等におけるオンライン等開催について

・ 　総会をはじめ各種会議が書面での審議が中心となっており，理事をはじめとする都道
府県社会教育委員連絡協議会会長等による実際の議論や意見交換ができない状況である。

・ 　オンライン開催にあたっては，ハイブリッド型やサテライト会場を設定するなど，会
議の内容や参加者の状況に応じた開催方法のエ夫をしていただければ，各県の意見が事
業等に反映される｡

・ 　オンライン等での開催により，旅費 ・ 移動時間の削減につながり，コロナ禍や自然災
害の発生時等でも対応が可能になる｡
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令
和
４
年
度

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
表
彰

受
賞
者
名
一
覧

　

本
年
度
の
「
全
国
社
会
教
育
委
員
連

合
表
彰
」の
受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
10
月
26
日（
水
）第
64
回
全
国

社
会
教
育
研
究
大
会（
広
島
大
会
）開
会

式
の
席
上
で
、
次
の
56
名
の
方
が
表
彰

さ
れ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

表
彰
状
受
賞
者（
敬
称
略
）

都
道
府
県
名

所
属
自
治
体

氏　
　

名

北

海

道
網
走
市

松
井　
　

弘

北
見
市

野
瀬　

容
子

今
金
町

天
沼　
　

寧

登
別
市

楠
本　

賢
一

青

森

県
新
郷
村

佐
藤　

久
美
子

岩

手

県
洋
野
町

酒
井　

邦
彦

宮

城

県
気
仙
沼
市

小
山　

茂
樹

秋

田

県
東
成
瀬
村

谷
藤　

怜
子

山

形

県
舟
形
町

小
國　
　

隆

福

島

県
小
野
町

阿
部　

君
江

西
郷
村

橋
場　

八
代
子

茨

城

県
水
戸
市

矢
萩　

紀
行

群

馬

県
安
中
市

佐
藤　
　

忍

埼

玉

県
深
谷
市

根
岸　

雅
子

千

葉

県
松
戸
市

福
留　
　

強

九
十
九
里
町

齊
藤　
　

実

東
京
都
市
町
村

小
平
市

横
澤　

正
世

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市

吉
原　

弘
子

新

潟

県
柏
崎
市

中
山　

博
迪

富

山

県
滑
川
市

佐
　々

禮
子

石

川

県
小
松
市

本
村　

与
茂

福

井

県
越
前
町

佐
々
木　

勝
行

越
前
町

松
村　
　

充

山

梨

県
甲
斐
市

立
澤　

眞
一

長

野

県
大
町
市

柳
澤　

英
幸

上
田
市

関　
　

和
幸

岐

阜

県
高
山
市

今
村　

彰
宏

静

岡

県
森
町

村
松　

幸
範

愛

知

県
大
府
市

池
田　

逸
夫

み
よ
し
市

秋
松　

成
喜

三

重

県
大
台
町

山
口　

恵
照

滋

賀

県
栗
東
市

奥
野　

初
惠

京

都

府
宮
津
市

神
田　
　

潔

大

阪

府
阪
南
市

野
村　

正
昭

兵

庫

県
尼
崎
市

江
田　

政
亮

奈

良

県
十
津
川
村

岩
崎　

ま
さ
ゑ

和
歌
山
県
上
富
田
町

北
條　

哲
生

鳥

取

県
三
朝
町

布
廣　
　

覚

島

根

県
吉
賀
町

朋
澤　

公
香

広

島

県
安
芸
高
田
市

久
保
野　

哲
也

山

口

県
長
門
市

梶
山　

公
則

徳

島

県
徳
島
市

細
井　

啓
造

香

川

県
東
か
が
わ
市

江
川　

京
子

愛

媛

県
四
国
中
央
市

石
黒　

忠
則

福

岡

県
う
き
は
市

鳥
越　

良
雄

筑
前
町

平
山　

克
之

佐

賀

県
小
城
市

小
栁　

容
子

長

崎

県
島
原
市

金
子　

統
太
郎

熊

本

県
玉
東
町

西
川　

昭
男

大

分

県
由
布
市

岩
尾　

豊
文

宮

崎

県
綾
町

押
田　
　

明

鹿
児
島
県
喜
界
町

積
山　

忠
久

姶
良
市

吉
川　

成
子

指
定
都
市
仙
台
市

高
橋　
　

満

相
模
原
市

大
橋　

千
景

広
島
市

正
本　
　

大

◆
今
後
の
会
議
予
定

○
令
和
４
年
度
第
２
回
理
事
会

期
日
：
令
和
４
年
10
月
26
日（
水
）

会
場
：
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
文
化
セ

ン
タ
ー

○
令
和
４
年
度
第
２
回
総
会

期
日
：
令
和
４
年
10
月
27
日（
木
）

会
場
：
広
島
国
際
会
議
場

○
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
社
会
教

育
委
員
連
絡
協
議
会
事
務
局
担
当

者
会
議

期
日
：
令
和
４
年
10
月
26
日（
水
）

会
場
：
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
文
化
セ

ン
タ
ー

○
令
和
４
年
度
第
３
回
理
事
会
・
総
会

期
日
：
未
定

会
場
：
日
本
弘
道
会
ビ
ル
（
東
京
都

千
代
田
区
西
神
田
）

◆
令
和
４
年
度
社
会
教
育
研
究
大
会

全
国
大
会
・
地
区
大
会
の
開
催
予
定

等
は
、
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
随
時
更
新
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
務
局
だ
よ
り

る
こ
と
を
会
長
か
ら
伝
え
る
こ

と
で
了
承
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、「
九
州
地
区
各
県

社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
」
か

ら
要
望
の
文
書
が
送
付
さ
れ
た

こ
と
と
、
理
事
会
に
お
け
る
検

討
内
容
に
つ
い
て
資
料
を
配
布

し
て
会
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
全
体
で
意
見
交
換
を

行
い
、
最
終
的
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
を
進
め
る
た
め
に
は
、

費
用
や
ハ
ー
ド
面
の
整
備
が
必

要
に
な
る
。
九
州
地
区
の
要
望

は
一
つ
の
意
見
と
し
て
、
今
回

の
意
見
交
換
等
を
も
と
に
、
今

後
、
会
長
は
じ
め
役
員
の
中
で

さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
了
承
さ
れ
た
。


